
府中第五小学校改築事業の基本計画の策定に向けて、保護者や地域の方にご参加いただき、ワークショップを開催

しました。全４回の開催を通じて、五小や地域の魅力、新しい学校へ期待することなどについて、たくさんのご意見

をいただきました。ここではその一部をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

初回となる第１回は、府中市と設計者から「学校づくり」について説明しました。 

改築事業の流れや、市内で既に改築した小学校の写真を見ながら、新しい五小への期待や思いを参加者同

士で共有し、改築事業について考える時間となりました。 

 

第２回は、五小や地域の特色、これからも受け継いでいきたいことについてご意見をいただきました。

参加者が大切に感じている「五小らしさ」を共有する機会となりました。 

・シンボルのクスノキ 

・芝生の校庭 

・池や畑がある 

・二宮金次郎像がある 

・153 年の長い歴史 

・地域の方との交流 

 

 

第３回は、「安全・防犯・使いやすさ・避難所」の観点からご意見をいただきました。 

また、前回取り上げた「五小らしさ」について、学校行事や地域の学校利用など、より具体的に話し合い

ました。 

・廊下や階段の幅が狭い 

・階段、教室からの飛び出し 

・校門での車と児童の交差 

 

・案内図がある 

・児童のロッカーが広い 

・大型バスが校内に駐車できる 

・体育館にトイレや更衣室がある 

・防災倉庫が体育館から遠い 

・体育館への動線が少ない 

・体育館に備蓄庫が必要 

・夜間は敷地内が暗い 
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・駅前の通勤者との交差 

・校地内の防犯カメラが少ない 

・周辺に暗い場所が多い 

第４回は、学校と地域が連携して取り組んでいる活動について話し合いました。 

ワークショップのまとめとして、子供たちのことを考えながら、新しい学校で「あったらいいな」と

思うことについて、自由にアイデアを出し合いました。 

・地域安全マップづくり 

・遊びの会 

・見守り活動 

・防災訓練 

・図書館を中心に、くつろいで本が読めるスペース 

・いつでも子供たちがベンチで語り合えるような場所 

・休日に子供たちと地域の人が自由に立ち寄れる場所 

・協力し合える、譲り合える 

・のびのび自然とふれあう 

・ふるさとを愛する子供 

・元気にあいさつ、遊ぶ ・西府文化センターが近い 

・駅が近い 

・自然が残っている 

・祭りが多い 

・学校に協力的な人が多い 

・ちょうどいい田舎 

・廊下の幅が広くて良い 

・昇降口前が屋根の下にある 

・教室が明るい 

・クールダウンできる場所がある 

・児童と地域が交流できる空間 

・落ち着いた色合いで過ごしやすそう 

・学童やけやきッズの併設が良い 



 

 

    

 
五小改築の取組 

 

  

  

今回のワークショップでは、その日に出た意見をグラフィックレコーディングとしてまとめ

ていました。参加者の皆様の思いや話し合いの様子が分かりやすく描かれていますので、各回

の内容をご紹介します。 


